
平成 29年度 CITPフォーラム/JUASアドバンスド研究会 活動報告書 

1 
 

 

デザイン思考を流用した地域復興アイデアソン 
 

ओࣁイ࣐ックス ᅵᒇಇᶞ 
 

概要：2017 年 10 ᭶ 27 日 ᐑᇛ┴▼ᕳᕷの▼ᕳ専ಟ኱学にて、CITP 社会価್創㐀ศ⛉会௚有ᚿメンバーにより、CITP
シンポジウムを㛤ദした。シンポジウムでは▼ᕳᕷ࢜ープンࢹーࢱを題ᮦに、同኱኱学生と CITP メンバーによるᆅ

ᇦ活用アプࣜస成のシࣅックࢸック（アイࢹアソン）を実施した。その活動内ᐜをレポートする。 
 

 
 

1. シビックテックの概要 

2017 年 10 ᭶ᐑᇛ┴▼ᕳᕷの▼ᕳ専ಟ኱学に

て CITP シンポジウムを㛤ദした。シンポジウ

ムの୰で、▼ᕳᕷ࢜ープンࢹー[1]ࢱを活用した

アイࢹアソンを኱学生୰ᚰに実施し、ワークシ

ョップ⮬యは┒ἣのうちに終えることができた。 
 取組み内ᐜについては、2 ᭶のソフトウ࢚ア

ジࣕࣃン、3 ᭶の情報処理学会඲国኱会にてⓎ

表した。Ⓨ表の際に౑用した資ᩱをඖにそのᴫ

␎を本書ྥけにレポートする。 
 

2. 取組みの⫼ᬒ 

 CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ内の社会価್創㐀ศ⛉会

（その後、シࣅックࢸック SIG 、ᨵ⦅）にて࡬

インᛮ⪃[2]を活用した社会価್問題ゎỴࢨࢹ

の取組みの一環として、IT による㟈⅏᚟⯆支᥼

ができないか討議を重ࡡた。 
 そして⿕⅏ᆅである▼ᕳ現ᆅ視ᐹを経て、シ

たシンポジウムを現ᆅ㛤ദࡡックをවࢸックࣅ

する㐠びとなった。 
 

3. 実施ᴫ要 

 シンポジウムは㸲㒊ᵓ成とし、前༙ 3 㒊は

CITP メンバーによるㅮ₇、後༙ 1 㒊をシࣅッ

クࢸック（アイࢹアソン）とした。▼ᕳ専ಟ኱

学のᩍᐊを間೉りし、኱学生や CITP メンバー

௚を஺えて 4 グループにศかれてアイࢹアソン

を実施した。 
 

4. 実施結果 

 ▷い時間ではあったがグループ࢕ࢹス࢝ッシ

ョンは┒り上がり、඲グループがアイࢹアⓎ表

までたどり╔けた。終了後の኱学生のアンࢣー

ト結果も約 9 ๭有用との評価を得た。 

 また CITP メンバー⮬㌟もⱝい኱学生とのࢹ

ス࢝ッションを኱いにᴦしみ、かつ่⃭を受࢕

けた。 
 

5. ௒後のᒎᮃ 

 ௒後は、アイࢹアソンのᡭ法をさらにࣈラッ

シࣗアップし、実用に⪏えるアイࢹアฟしを行

い、実際のアプࣜࣜࣜースまで結び௜けたい。

、がࡔできることが理᝿ࢬイࢱくは࣐ネࡺくࡺ

まࡎは継続して実施できるయ制సりを目指す。

また当取組みを௚኱学࡬もᶓᒎ㛤していきたい。 
 

6. 補足 

 参⪃として実際のⓎ表内ᐜをḟ㡫以㝆にῧ௜

する。本書ྥけに⦰ᑠしているので、ㄞみにく

い点はࡈᐜ㉧㢪いたい。通常࢝ラー∧はୗグ

URL を参↷㢪いたい。 
 
㸺通常∧ URL㸼 
http://www.ipsj.or.jp/event/sj/sj2018/downloa
d/citp/Session2.pdf 
 
 
 
 
࠙ⴭ者␎Ṕࠚᅵᒇ ಇᶞ（つちや としき） 
CITP 認定␒ྕ 15000003 
シࣅックࢸック SIG メンバー 
ओࣁイ࣐ックスにて、主にὶ通、

ᑠ኎業のシスࢸム㛤Ⓨにプロジェ

クト࣐ネジࣕーとしてᚑ事。また

ユーࢨー௻業情報シスࢸム㒊門ྥ

けㅮᗙの௻⏬࣭ㅮᖌをᢸ当。 
㧗度情報処理(ST、PM、AE、DB、SM、SC) 
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ソフトウ࢚アジࣕࣃン、および➨ 80 ᅇ情報処理学会඲国኱会Ⓨ表資ᩱ（ྑഃに⡆༢なコメントを㏣グ） 

 1 

 

 
਀౛岞 

 2 

 

৅਀ਏ຺峒৯ઃ岞 

 3 

 

崟ビ崫崗崮崫崗਄ੌ峩のూବ峒৯৓峼ହ৥岞 

 4 

 

CITP 崛嵇嵍崳崮崋峙、਌峕ڰ峎のೳੌ峩峕ป峍峐਄峴ੌ峽峑岮
峵岞 
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 5 

 

થ੡峔スタン崽崑ー崱প৾のデザインઓઅ崽嵔ー嵈嵗ー崗峼৷岮
峐ୖ਻峼ਫ਼ୈ岞 
峨峄峙、岣共૎ٙઅ岲峵峲峴૎峂峲岰岤峒岮岰岽峒峑、CITP嵉ンバ
ーのলମ৉峑峬岬峍峉૝ଗ਩લඕ৘峢ਠ৉ଳ௄峕ল岵岻
峉岞 

 6 

 

લඕ৘ਠ৉の൜಼ੲਾை峕峐、ਠ৉ NPO のைশ岿峽岵峳
ਠ৉の୮௪のெ஘峼ઇ岲峐岮峉峊岮峉岞 

 7 

 

੗ਯのుญ峒੔ে岶ಝ岹峔峍峉পਆ৵৾ૅ඄峼ৄ৾岞఩ଡ
峒峁峐ଋ峵૦੟岶൱ر峁岮岞ஸణのኂ岿峼੝峫峐ৰ૎岞 

 8 

 

ଳ௄のਈ৏峕લඕ৘峕岬峵લඕ௧ఊপ৾峕峐、৛૊ઇ౸
の൜಼୮௪崤嵇峼ਭ൥岞প৾ে峒峒峬峕嵗ー崗崟嵏崫プ峼৫ಈ
峁峐岮峉峊岮峉岞୮௪੍ର峢のਞહ岷峼੭峵岞 
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 9 

 

લඕଳ௄੥ટの਄峴峨峒峫岞 
岽のৎਡ峑০৏の఻৬৓峔਄峴ੌ峩峙ெด૾ଙ峑岬峍峉岞 

10 

 

峋峱岰峓峇のႃ、ৗୂ੶হ峲峴০৏の਄ੌ峩の崺ン崰峼੭峵岞 
ਠ৉のオープンデータ峼ણ৷峁峉ਠ৉ୖ਻ੰৠの崊プ嵒峼ڀ
੿島峔岮岵ء 

11 

 

લඕ峑崟ビ崫崗崮崫崗の৫ಈ峼ਫ਼ୈ岞 
崊イデ崊峼ল峁়岮、ৰ੠峕৫ಈ峁峐峩峵岽峒峕ৠ৒峁峉岞 

12 

 

ٛ૆૟஺మのହ৥ٜ 
ৰ੠の৫ಈ峕岬峉峍峐、਄ੌ峩の岣੼க岤ٙقৰ行峃峵ਔ
௡ك峼௕ੰ峁峐峩峉岞 
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13 

 

LACૣ૒੽岶੿ਛ峁峉サンプ嵓崊プ嵒岞 
 كૠ৺のঢ়બ঱、ൕൗ峼સఎ峁峨峃ق

14 

 

峨峄峙લඕ௧ఊপ৾峕ੈৡ峼ઊ൧峁峉岞 
਄ੌ峩の੼க峼ହ৥峁、น৛ઇ౸峲峴৐਱岷峔ନহ峼岮峉
峊岻峉岞 

15 

 

ઃ峕オープンデータの઀୹੪峑岬峵લඕ৘ ICT௓ਤ஼峕崊崱
バイス峼岮峉峊岻峔岮岵ઊ൧峁峉岞 
ੈৡ峃峵຺のନਦ峼岮峉峊岻峉岞 

 

16 

 

લඕ৘のオープンデータのହ৥岞 
৺ 200ரథ、公৫岿島峐岮峵岞 
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17 

 

ੲਾ૪৶৾ভ౳੽の௓໗峕峲峴、崊イデ崊崥ンৰ઱の崽嵔ー
嵈嵗ー崗峼、෵ᡳপ৾ SDM の௖๓੽峲峴岾઀୹岮峉峊岹岞 

18 

 

஛ಋ౰઴崹ターン峼ણ৷峁峉サービス崊イデ崊൉ল੍ରの崽嵔
ー嵈嵗ー崗岞 
 ك੿঻੃়峕峲峴ൕൗ峙સఎ峁峨峃ق

19 

 

峨峒峫؟ス崮ー崗嵃嵓崨ー৸৬峼ᖊᰐ岞 
峇島峈島঳্৓峔੼க઀୹峕峔峍峐岮峔岮岽峒峕ି৯岞 

20 

 

ٛৰ઱஺మのହ৥ٜ 
৫ಈ໪ਏ峒プ嵕崘嵑嵈৔ઍ峼ହ৥岞স໫঩のଏ৏峼ઞ峍峐
લඕ崟ン嵅崠崎嵈峼৫ಈ峁峉岞 
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21 

 

ৰ੠のৎ間સ岞 

22 

 

岽岽岵峳峙、୼ઌ峑ৰ઱૾ய峼ହ৥岞 
લඕ௧ఊপ৾崕嵋ン崹スਠ৉งାの஘৕岞 

23 

 

崕嵋ン崹ス৔のઇ஼峼೙峴峐ৰ઱岞 
৫઩ઉ৐の஘৕岞প৾ে岶ૐ峨峴峙峂峫峉岞 

24 

 

 ৎ、崟ン嵅崠崎嵈৫઩岞ڰڭ
੕়ఘভ؟঩য়Ⴚ᫖੽岞 
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25 

 

൥౰؟ڭ 
岣ৈ২ ITৱત峒 CITP 崛嵇嵍崳崮崋のણ৿岤 
൥౰঻؟঩য় ਴௔੽岞 

26 

 

൥౰؟ڮ 
岣AI 峼ણ৷峁峉঺ভ੼கの൉ୗহ୻岤 
൥౰঻؟঩ম IBM ஧௳੽ 

27 

 

൥౰؟گ 
岣崟ビ崫崗崮崫崗峕峲峵੼க๾൴峼અ岲峵岤 
൥౰঻؟崷イ嵆崫崗ス ଅો 

28 

 

峁峲岮峲崟ビ崫崗崮崫崗৫઩岞 
প৾েの間峕 CITP 嵉ンバー岶გ峨峴、ڰ崘嵓ープ峕ী岵島峐
デ崋ス崓崫崟嵏ン৫઩岞 
প৾ে峕გ峨島峐岮峵 CITP 嵉ンバーの൚౿岶ス崮崕岞 
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29 

 

峨峄峙଻য嵗ー崗ৰ઱岞௖๓੽岾઀୹崽嵔ー崗嵗ー崗峼ઞ৷
峁峐崊イデ崊ল峁岞峔岵峔岵ুਘ岮岞 

30 

 

峇の৏、崘嵓ープ嵗ー崗৫઩岞 
લඕ௧ఊপ৾ น৛ઇ౸峬、ၱの間峼㡢៺峁峔岶峳ᇟ岷੢
峽峑岮峨峃岞 

31 

 

崘嵓ープ嵗ー崗の஘৕岞 
岵峔峴ઌ໐峕৮૛র岞౼峕࿨岵岮峐岮峨峃岞 

32 

 

崘嵓ープ嵗ー崗の஘৕岞 
岽の崘嵓ープ峙৸৩੕য়峋峑৮૛ஜ೸র岞ق峑峬൚౿ك 
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33 

 

લඕ৘૽ਚ、ICT ௓ਤ஼のৈଶ஘峬প৾ে୸の間峙岿峨
峴঳ค峕৮૛র岞 

34 

 

৅਀ઉ৐の஘৕岞ਈ৏の୯岮੢峩র岞 

35 

 

峇峁峐崘嵓ープ৅਀岞 
崊イデ崊タイ崰嵓岣લඕス崮崕آサイ崗嵓岤 
 ك୾঵峕峲峵৉ୠஷ௪௴ق

36 

 

崊イデ崊タイ崰嵓岣લඕ峓岰峑岶峃ء岤 
 ك୾੧৔௴ق
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37 

 

崊イデ崊タイ崰嵓岣৾েেણサ嵅ー崰崟ス崮嵈岤 
 كバスઈ行૾யق

38 

 

崊イデ崊タイ崰嵓岣଄岮ഷ岶ඟ峁岮岤 
 ك൴ഷയਤق

39 

 

ਈ৏峕૚崊イデ崊峕峎岮峐਀༟ૄ岞 
CITP 崛嵇嵍崳崮崋৻਀ୌহ਴௔੽峲峴਀༟૾౸ଖ岞 

40 

 

൥௬؟น৛ઇ౸ 
岣岽の਄峴ੌ峩峙、峆峜ಲਢ峁峐峥峁岮岤 
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41 

 

൥௬؟ੲਾ૪৶৾ভオ崾ザーバ ௔੽ 
岣௫峁岮਄ੌ峩峑峁峉岤 

42 

 

൥௬؟঱਀૪৶৾ভオ崾ザーバ ౳੽ 
岣శଞ峕થਔଝ峔਄ੌ峩峑峁峉岤 

43 

 

প৾ে୸の崊ン崙ー崰੥ટ਄峴峨峒峫岞 
 
൥౰؟ڭ৺ 9સથ৷岞 
਌峔૎୳؟ 
・CITP の岽峒峼峙峂峫峐ੴ峴峨峁峉岞০৏峬ି৯峁峐岮岷峉岮峒
ઓ岮峨峃岞 
・ૼ୒঻৊૒峑൩岮峕ৈ峫়岰ৃ岶ਝ岻峳島峐岮峵の峑、峲峴
ସのৈ岮ણඩ岶峑岷峵峒૎峂峉岞 
・岽のৱત峼ৢ峂峐峲峴਼ੀ峕ৢ৷峃峵য౫୘ਛ岶ਤ峪峒ઓ
峍峉岞 

44 

 

൥౰؟ڮ৺ 9સశଞ峕થ৷岞 
਌峔૎୳؟ 
・IBM の্岵峳ઉமਵ峼ୂ岻峐ଐ岵峍峉岞 
・যの૎峂峵਌௴峑峙峔岹、データ峕੦峏岮峉અ岲্岶峒峐峬ଐ
岮峒૎峂峉岞 
・ICT௺の崤嵇峕ো峍峐岮峵の峑峒峐峬૽峕য়峋峨峁峉岞 
・঩ম峑峬嵗崰崥ンのણඩ峕਋ୄ峁峉岮峑峃岞 
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45 

 

൥౰؟گ৺ڵસથ৷岞 
਌峔૎୳؟ 
・৉ୠક民の௴ਡ峔峳峑峙のୖ਻峼೟岷ল峃岽峒岶峑岷峵、
ଐ岮ਃভ峊峒ઓ峍峉岞 
・ૼ୒、ੴ௙岶岬峍峐峬、ણ৷قણ岵峁্ك峼અ岲峵੿঵峕
峎岮峐৘民の崊イデ崊峼ୂ岹峒岮岰の峙એஜ岮峒ઓ峍峉岞 
・オープンデータ峼峬峍峒થ஍峕ઞ峍峐岮岻島峚峲岮峒ઓ岮峨峁
峉岞 
 

46 

 

崟ン嵅崠崎嵈৸৬؟৺ڵસથ৷岞 
਌峔૎୳؟ 
・CITP峕峅峲AI峕峅峲、峨峊峨峊ੴ峳峔岮౞ੴの୩ୠ岶శଞ
峕੗岹ৄ峵岽峒岶 峑岷峉の峑、০৏のਤଡ଼峼અ岲峵੠峕૞અ
峕峁峉岮岞 
・岽島岵峳の಺૙峕ৌ峁峐、૙঵ଢ଼஢峮৯ఏ峼અ岲峵঱峑、
శଞ峕૽峕য়峎ਵ峊峍峉峒ઓ岮峨峃岞 
・੗岹のয峒ঢ়峹峵岽峒岶௫峁岹થਔଝ峊峍峉岞峨峉行岰ৎ峙૞
ਸ峁峉岮峒ઓ岰岞 
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㸺ὀ㔘㸼 
 
[1] ▼ᕳᕷ࢜ープンࢹーࢱ 

http://www.city.ishinomaki.lg.jp/cont/10182000/20161007130030.html 
 
 
 インᛮ⪃についての参⪃書⡠ࢨࢹ [2]
 ラウンࣈム࣭࢕ࢸ 「インᛮ⪃がṇゎをኚえるࢨࢹ࣭」 
  重要キーワード：「ኚ໬しつづけるእ的要ᅉ（新技術、㢳ᐈ基┙のኚ໬、ᡓ␎的な⬣ጾやࣕࢳンス）

にもっともさらされている人ࠎこそ、それに対するのにもっとも適していて、さ

らに対ᛂする意ḧをᣢっている」 
 ዟฟ┤人「⟽インᛮ⪃の㐨ලࢨࢹ࣭」 
  重要キーワード：「ࢨࢹインを専門としていない人にࢨࢹインᡭ法をᩍえて、コラボレーションによ

ってศᯒ的には୙ྍ能な問題をゎいてみせる。それがࢨࢹインᛮ⪃ࡔ。」 
 「࣭シスࢸムࢨࢹ�インᛮ⪃で世界をኚえる」前㔝㝯ྖ 
  重要キーワード：「CVCA は、スࢱンフォード኱学のᨾ▼஭ᾈ௓ᩍᤵらによって提ၐされました。

検討の対㇟となる会社や組織が「誰」と「どࢇな価್」をやり取りしているかと

いうバࣜࣗーࢳェーンの視点で、ある〇ရやࢧーࣅスをめࡄるスࢸーク࣍ルࢲー

間の関係をྍ視໬するᡭ法です」 
 「࣭࢚ンジࢽアのためのࢨࢹインᛮ⪃入門」ᮾிᕤ業኱学࢚ンジࢽアࣜングࢨࢹインプロジェクト 
 
 
以上 

ɶ׎ỉỶὅἑὊ἟ἕἚʙऴ 

῍ ỿἵἕἉἷἾἋ҄ầờẺỤẴឬἋἰὊἚᅈ˟ ῍ 

 
 

情報処理学会 CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ 

ᰴᘧ会社୰㟁シー࢕ࢸーアイ ஂ保 ኊ一㑻 

 

 

 

1. はࡌめに 

 筆者は 2009年頃から、ᢸ当業ົであるアプࣜࢣーション㛤Ⓨにおいて୰国࢜フショアを

活用してきた。その経緯でẖ年୰国をゼれているが、特に 2015年以㝆、୰国の人ࠎの生活

が኱きくኚわっていくᵝᏊに㦫いていた。 

 ኚ໬の୰ᚰにあるのがス࣐࣍Ỵ῭である。୰国ではス࣐ートフォンによるỴ῭（ス࣐࣍

Ỵ῭）がᬑཬし、キࣕッシࣗレス社会が฿᮶している。ᚑ᮶、コンࢽࣅなどで㈙い≀をす

ると、ᡭᇈにまみれた⣬ᖯをΏし、ᗑ員はめࢇどくさげに㏱かしをࢳェックすることがお

きまりの㢼ᬒであったが、それはもはや過ཤのヰである。現ᅾ、上ᾏでは支ᡶい時に現㔠

をฟす人間はእ国人くらいࡔといって過ゝではない。つり㖹が↓いという理⏤でၟရ㉎入

をᣄྰされた経㦂は一度や二度ではない。 

 ス࣐࣍Ỵ῭は支ᡶい行Ⅽを⡆⣲໬したࡔけでなく、Ỵ῭、ಶ人認証、ಙ用のプラットフ

ォームとして機能している。このプラットフォームにより、௻業ᐙたちはアイࢹアの࣐ネ

などのさまࢽࣅをすることがᐜ᫆となった。このことが、シェア⮬㌿㌴や↓人コンࢬイࢱ

 。ᅵྎとなっているࡴスを生ࣅーࢧまな新ࡊ

 本稿では、キࣕッシࣗレス໬とは༢にỴ῭を効⋡໬させるࡔけでなく、新たなࢧーࣅス

やၟရを生みฟす効果があり、᭱終的には㉸ス࣐ート社会の実現につながるということを

主ᙇする。➨㸯❶では୰国のインࢱーネット事情をᴫほする。その後、➨ 2 ❶にてス࣐࣍

Ỵ῭によるキࣕッシࣗレス໬の⫼ᬒを᫂らかにし、さらに➨ 3 ❶でス࣐࣍Ỵ῭をᅵྎとし

て生みฟされたᵝࠎなࢧーࣅスについて⤂௓したい。 

 

 

2. ୰国のインࢱーネットᴫ要 

2-1. 世界一のインࢱーネット人ཱྀ 

 ୰国は世界一のインࢱーネット人ཱྀをᣢっている。その人ᩘは 2017 年 6 ᭶ᮎ時点で 7.3

൨人といわれており、ࣚーロッࣃの⥲人ཱྀに༉ᩛするものࡔ。 

 さらに、ス࣐ートフォンからの฼用は 90%を༨める。これは日本やアメࣜ࢝とは␗なり、
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